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1. 4月、 空 き 店 舗
を 活 用した シェア
キッチン「VARIETY 
CHEF」のオープニン
グイベント
2. シェアキッチンの
内装
3.4. 熊本大学の学
生による、フードロ
ス問題を提唱する取
り組み

（左）コロナ下の規制緩和で実現し
たシェアキッチン前のテラス席

（上）名物の健軍ポテト活動エリア

2021年10月、およそ20年ぶりに復活した「健軍夜市」
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団体設立経緯
　私たちの住む地域は、熊本市東
区の「健軍（けんぐん）」というまちで
す。「健軍リバイタライズプロジェク
ト」は、ひと頃の活気が遠のいてい
る健軍に新しいかたちのにぎわい
をつくり、世代を問わず開かれたイ
メージを生み出し、より多くの方々
が健軍地域に足を運ぶきっかけに
なればとの思いで立ち上がった団体
です。

活動概要と活動対象範囲

　健軍商店街の空き店舗を利用し、
シェアキッチンの運営をベースとし
たコミュニティ形成を目指します。
初期投資や家賃などが理由で、今
まで商店街での出店に踏み切れな
かった人がチャレンジできる場とす
るとともに、健軍地域の住民に限ら
ず、広く健軍に訪れる方々のコミュ
ニティの拠点として新しいにぎわい
をつくります。

活動に至った理由や背景

　健軍は、熊本市内の中でも交通
アクセス・住環境が整っており人口
密集地域であるにも関わらず、商店
街は少子高齢化や住民の生活スタ
イルの変化、郊外大型商業施設の
影響を受け客足が減少、来街者も
高齢化しています。さらに2016年の
熊本地震による被災が拍車をかけ、
活気を失いつつあります。
　このままでは、自分たちの愛する
まち健軍がもったいないまま終わっ
てしまう。その危機感から、新たに
若い世代を商店街に呼び込む仕掛
け、きっかけづくりをこれまで約3年
間試行錯誤してきました。具体的

健軍リバイタライズプロジェクト
熊本県熊本市

日替わりシェアキッチンを拠点にして商店街に賑わいを取り戻す活動

には商店街を会場としてマルシェや
イベント、スポーツ大会などを開催
し、今まで商店街を利用することの
なかった世代に来てもらえるように
なりました。
　単発のイベントでは人を呼び込め
るようになったため、次の段階とし
て、健軍に持続可能な方法で継続
的なにぎわいを醸成し、新しいかた
ちの地域コミュニティを創出。関わ
る方々の暮らしを、より良いものに
していくことを目指し、挑戦するこ
ととしました。

活動内容と成果

2021年4月3日　シェアキッチン
「VARIETY CHEF」 オープ ン：
オープニングイベント開催
　健軍商店街に新しい魅 力を作
るために始動したシェアキッチン

「VARIETY CHEF バ ラ エ テ ィ
シェフ」。多くの人たちに知ってもら
うために、体操体験やワークショッ
プなどのオープニングイベントを開
催。テレビや新聞にも取り上げても
らい、シェアキッチンのオープンで
商店街に新しい客層を呼び込むこ
とができました。

6月5日　「健軍テラス」スタート
　新型コロナウイルス感染拡大防止
のため、熊本市の規制緩和で商店
街の歩道の部分にテラス席を設ける
ことができました。オープンな空間
に客席を設けることができ、密にな
らずに子どもたちも安心してポテト
を購入して食べることができます。
7月8日　熊本大学法学部渡部薫ゼ
ミへの取り組み紹介
　まちづくりを学ぶ学生に健軍リ
バイタライズの取り組みを聞かせて
ほしいと渡部教授から連絡があり、
シェアキッチンに至った経緯などを
説明しました。
8月5日　熊本県立熊本高校の生徒
より相談
　熊本県立熊本高校1年の生徒か
ら「総合的な探究の時間」において、
高校生ができる『健軍の活性化』を
テーマとして調査・研究したいとの
相談がありました。活動を紹介し、

まずは校内アンケートの収集などを
提案しました。
8月20日　熊本市役所商業金融課
からの訪問
　シェアキッチンの取り組みや健軍
地域の現状調査のため来訪。健軍
商店街に再開発ビルが建つ計画が
予定されており、現状のにぎわいや
体操教室、シェアキッチンの状況に
ついてヒアリングを受け、意見を交
換しました。以前よりにぎわってき
てはいるものの核となるものがない
ため、再開発ビルができると新しい
商店街の魅力が増すのではないか
といった意見がありました。
9月25日　大学生がフードロス問
題へ挑戦
　熊本大学の学生が、売り物にな
らない規格外の野菜を使った味噌
汁でフードロス問題を提唱したく、
調理・販売できる場所を探してい
ました。SNSでシェアキッチンの利
用ができないか問い合わせがあり、
普段から人通りがある商店街で活
動してもらうことにより、広く一般市
民にフードロス問題を知ってもらう
ことができました。
10月30日　健軍夜市、ジョイント
マットを使った実証実験
　20年ほど前、商店街がまだにぎ
わっていた頃は、夏に夜市が開かれ
ていました。活動を通して知り合っ
た健軍の仲間は、もともと夜市を楽
しみにしていた子どもたち。みんな
で夜市を復活させ、子どもから大人
まで幅広い世代でにぎわいました。
　また、商店街の課題の1つとして
子ども連れが滞留しづらいことがあ

地域・コミュニティ活動助成
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地域の関係者が集まり課題を共有 12月、桜色のツリーを設置してクリスマス

2022年3月に開催した「健軍アーケードパーク」 居住人口の増加を目指して企画した婚活イベント

り、小さな子どもも安心して利用で
きるジョイントマットをアーケードに
敷き、利用者へのアンケートを実施
しました。
12月4日　「健 軍 交 流会」（第1回
健軍会議）
　熊本高校、熊本大学工学部建築
学科、熊本大学大学院自然科学教
育部、熊本県立大学環境共生学部、
健軍商店街振興組合、熊本市市街
地整備課、熊本市東区役所東部ま
ちづくりセンターなど、これまでの
活動を通して知り合った方々の意見
交換の場を設けました。
　シェアキッチンをオープンして半
年が経った時点で改めて、健軍商
店街はなぜ学校や公園病院が近く
にあり立地条件や交通アクセスも良
いにもかかわらず、にぎわいがなく
なってしまったのかを話し合いまし
た。行政や有識者、学生、商店街
関係者、商店街の新規出店者など
と地域の課題や問題を共有し、そ
れぞれの立場で課題をどう解決して

いくかを考え、実行に向けての認識
を共有しました。

【共有された課題】お客さん、店主、
新 規出店者すべてに対 する商店
街からの情報の発信不足：既存の
お客さんだけをターゲットにしてい
る感／商店街への交通手段のバリ
エーションが少ない。既存の利用者
=高齢者のサービスタクシーといっ
た発想しかない／近隣の江津湖や
公園、病院、区役所などとの連携
が弱い。目的地に来たついでに商
店街で買い物して帰る客がゼロ／振
興組合など組織の限界：時代に対
応できておらず機能していない。毎
年同じことを疑いもせずこなしてい
るだけだが、それが当たり前と思っ
ていて悪気はない。
12月18日〜 25日　健軍クリスマス
　健軍地域は県内屈指のお花見ス
ポットですが、コロナ禍で桜まつり
が2年開催されていません。冬のお
花見をテーマに、桜をイメージした
クリスマスツリーを設置しました。

健軍リバイタライズプロジェクト
2020年8月設立／メンバー数：7人／代表者：山中 惣一郎（やまなか・そういちろう）
●〒862-0903　熊本県熊本市東区若葉1-31-8

080-4289-5627　 kengunrevitalize@gmail.com
kengunrevitalize.amebaownd.com　 www.facebook.com/kenguntakemiya/

私たちは、世代を問わず持続的で開かれたコミュニティの形成を目指し、健軍地
域の持つ良さを引き出し、更なる魅力を生み出すことにより、新しいかたちのにぎ
わいづくりに寄与します。

　健軍の桜は、元々は昔の人たち
が、次の世代の人たちにお花見を
楽しんでもらいたいとの思いで植え
たと聞きました。自分たちも次の世
代に健軍の桜の思いを受け継ぎた
く、桜色のツリーにしました。コロ
ナ禍で閉塞的な中、桜を見て元気
になって世の中を明るくしたい思い
を込めました。
12月21日　福岡県古賀市 役 所へ
の取り組み紹介
　福岡県古賀市役所商工政策課商
業観光係からの視察。古賀市でも商
店街にシェアスペースを計画している
ので、健軍の取り組みを参考にした
いとのことで来訪されました。古賀市
は人口7万人の小さな自治体ですが、
時代の流れと共に商店街のあり方が
変化しているのは地域が違えど同じ
であることが分かりました。
22年1月30日　健軍ゴミ拾い（毎
月最終土曜日）
　前回の健軍会議で、健軍商店街
のポイ捨て問題が俎上にのぼりまし

た。子ども連れや新しい客層に商
店街に来てもらうためには、安心・安
全であること、手入れされた街でな
ければなりません。そのために、定
期的にみんなでゴミ拾いをしてきれ
いな街をつくるコミュニティを形成し
ます。ちなみに、商店街の新規出
店者であるちょい呑み益城屋さんは
毎日清掃しています。
2月4日　スタンドテーブル
　テラス営業の許可が出てしばらく
経ち、アーケードの柱を利用してテー
ブルが作れないかと熊本県立大学
の学生から提案がありました。コロ
ナ禍で苦戦している飲食店に相談
したところ、密にならない屋外のテ
ラスで飲食が可能になるのはありが
たいとのことでした。今後定期的に
設置する予定です。
2月12日　熊 本ヴォルターズマル
シェ出店（コロナのため中止）
　健軍商店街には、プロバスケット
ボールクラブの熊本ヴォルターズの
事務所がありました。毎年商店街
内でファン感謝祭を開催していまし
たが、今まで商店街に来ていたファ
ンに改めて健軍の魅力を知ってもら
うため、健軍商店街で飲食店を経
営している若いオーナーと試合会
場のマルシェに出店する予定でした

（今回はコロナのため中止）。
3月5日　健軍会議
　今年度学生が関わった健軍の研
究の報告会。熊本市東区区長や商
店街振興組合副理事長、熊本市
市街地整備課、東区総務企画課
の担当者などに学生の調査・研究
発表を聞いてもらいました。ただ
の学生の発表会ではなく、それを
踏まえて来年度どのようにまちづく
りを進めていくのかを関係者で共
有しました。
3月26日　健軍アーケードパーク
　これまで商店街でマルシェのよう
なイベントを主催してきました。こ

れに対して、その日限りのにぎわい
で根付いていない、商店街振興組
合以外の人が他所から商売に来て
いるなどの意見もあり、ありのまま
の商店街の日常を楽しんでもらうた
め、みんなに居心地のいい「公園」
にする試みを実現しました。ここ数
年でテイクアウトできるお店も増え、
親子連れなどにゆっくり商店街で過
ごしてもらうことができました。
3月26日　健軍恋活
　1日だけのにぎわい、買い物に来
てもらう、知ってもらうことはできて
きたが、来年度は健軍地域の利便
性を活かして「住んで暮らしてもら
う」ことをテーマとします。そのため
にまずは熊本市子ども政策課、市
街地整備課と協力して「婚活」を実
施しました。
　元々健軍商店街周辺には飲食店
が多いのですが、各店舗の告知の
協力もあり「婚活」はすぐに定員が
埋まり、新たな可能性を感じました。

課題と解決方策

●課題
　商店街を盛り上げるには、シャッ
ターが閉まったままのお店をつくら
ないこと。若い世代が興味がある
店舗、滞留できる店舗や空間、気
兼ねなく利用できるトイレや休憩所
などを増やす必要があります。
　商店街組合費、アーケード使用
料、電気代など金銭面の負担が大
きく、現代では商店街に出店するこ
とがメリットにつながらない。街の

仕組みが50年間以上変わっていな
い、古くから商店街で商売をやって
いると良くも悪くも馴れ合いとなり
組織が機能しない。現代の社会の
サイクルとかけ離れてしまっている
のが現状です。
●解決策
　空き店舗情報を行政、振興組合、
不動産事業者などと共有する。ま
た、ゴーストタウンとならないよう、
助成金やまちづくり勉強会の開催な
ど、行政と連携しサポートを活用。
商店街に新規出店した若い経営者
の意見も取り入れていく。
●解決できなかったこと
　商店街単位でまちづくりをするの
ではなく、交通利便性や居住環境
などを高めていかなければ街全体
は良くならない。行政、企業、大
学などが相互に関与する、意識の
高いまちづくりレベルが必要。

今後の予定

　シェアキッチンという商店街の拠
点を設けることができ、現状の健軍
地域に物足りなさを感じている人た
ちと知り合うことができました。ま
ちを盛り上げていくには、個の力だ
けでは限界があります。行政や企
業、有識者の意見を取り入れなが
ら、健軍地域に住んでもらえるよう
に居住環境の向上、公共交通機関
の見直しなど活動の規模とレベルを
上げていく必要があります。さらな
る健軍地域の発展のため、継続的
かつ計画的に取り組んで参ります。


